





































































































































 今回の調査の対象は「d ‘CATCH 国際共同映像制作プロジェクト」（ペク 2008）
の 2015 年に中国で開催されたワークショップである。このプロジェクトは大学
における異文化理解とメディア・リテラシー教育のためにデザインされたもので、
2003 年から 2015 年まで毎年行なわれており、この年の参加国は日本、タイ、中国、
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あったが、それによって 2015 年に行なわれた d’CATCH ワークショップについて
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 図１   インタビュー事例 １ インタビュー事例 ２ インタビュー事例 ３ 
対象   K.T 男 ３年（スペース・T） N.H 女 ３年（アビリティ・Ｔ） Y.A 女 ３年（ジェンダー・T） 



























①初対面の緊張 ①初対面の緊張 ①初対面の緊張 
(共同作業で打ち解ける) (積極的な会話を試みる) (積極な会話を試みる) 
































































































    
  
 




































































































  の時間。最も想像してた d’
CATCH のイメージ通りの時
間。 
    【編集終わり、みんな大喜び】編
集が夜 12 時過ぎにホテルの部
屋でやっと編集が終わった。編
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